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規格での要求事項 

床置き型装置のエミッションを測定する場合、EUT とグラウンドプレーン間を絶縁する必要があり

ます。絶縁材の厚みは暗室等への搬入を考慮して、距離を限定せず CISPR 規格であれば 15cm 以下、

ANSI C63.4（FCC Part15 Subpart B の非意図的放射装置の測定法）では 12mm 以下と規定され

ています。 

CISPR 32 マルチメディア規格の場合は卓上型装置で

も AE へ接続されるケーブルや電源線もグラウンドプレー

ンから絶縁する必要があります。 

 

基準面からの距離が変わると測定結果に影響する？ 

右のグラフは、基準面からの距離を変化させた場合の伝

導エミッションの測定結果です。 

EUT は卓上型のノート PC となりますが、基準面からの

距離(写真の矢印)を 0cm, 1cm, 5cm, 10cm, 40cm と変

化させ測定結果に与える影響を確認してみました。 

グラフからも分かるように 1MHz までは距離の影響は

あまり無く概ね同じ結果ですが、高周波になると測定結果

が大きく異なります。基準面からの距離 0cm, 1cm は大きく

変化しますが、距離を離すにつれて変化量は減少する傾向にな

ります。 

測定する製品や試験規格にもよりますが、基準面からの距離

を 10cm 以上にすることにより測定結果は安定するようです。 

これらは放射エミッション測定や電源線等のケーブルから

のノイズが放射している場合にも当てはまります。 

補足となりますが、CISPR 32 Ed.2.0 の Amd.1 では AE へ接続されるケーブルや電源線は基準面か

ら離す必要があり、その絶縁材の厚さが 15cm 以下から 1-15cm に変更されています。 

 

測定の再現性の確保が重要！！ 

基準面からの距離についてお話をさせていただきましたが、エミッション測定では測定の再現性の確

保が重要となります。測定するエンジニアにより基準面からの距離が測定毎に変わると測定の再現性が

悪くなり、その時の結果によっては対策内容も異なり、結果として時間のロスにも繋がるので、基準面

からの距離をきっちりと管理することが重要です。 

可能な限り試験報告書には、絶縁材の厚さや距離を記載し、測定の再現性を確保しておいたほうが良

いでしょう。 
 


